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研究成果の概要（和文）： 

一般ドライバーでの、居眠り運転既往を従属変数とした場合、夜間睡眠時間の短縮（6 時間
未満）、月間走行距離が 2000km以上であること、一回の走行時間が平均 60分以上であること、
常習性いびき/無呼吸の存在が、有意な関連要因となった。このことから、睡眠負債の存在と睡
眠時呼吸障害の存在が、居眠り運転発現に関与している可能性が推定された。また、月間運転
距離が長く、かつ 1回ごとの運転時間が長いドライバーについては、居眠り運転発現リスクと、
これを抑止するための方策について、積極的な啓発を行うことが必要と考えられた。 
2.3400名の公共機関の運転手に対し、自覚的な眠気の存在（Epworth sleepiness scale；

11 点以上）する運転者では 30％以上が交代性勤務により眠気を生じていること、SDBの有病率
が 3.1％で、この約半数が病的眠気を生じていることが明らかになった。交代性勤務への対策
の強化と、SDBスクリーニングの重要性が明らかになった。 

また、非職業運転手では、眠気を催すような状況（前夜の睡眠不足ならびに夜勤後、長時間
運転）が、対処行動として仮眠を取ることの関連要因になっていた。一方、職業ドライバーで
は、過去に眠気と関連した事故の既往があることのみが、仮眠の関連要因であった。非職業運
転手では、眠気発現ないしこれを予測することによって仮眠を取っていることが伺われたが、
職業運転手では事故経験が無い限り、眠気を我慢して運転を続けてしまう傾向がある可能性が
推測された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Series of our study revealed that longer elapsed time, shorter sleep duration (less 
than 6hours) and existence of habitual snoring/nocturnal apnea episodes were 
independently associated with the experience of vehicular accidents among general drivers. 
This finding suggest that early treatment of sleep disordered breathing (SDB) and securing 
sufficient amount of nocturnal sleep is necessary to prevent sleepiness related traffic 
accidents. Our study also showed that among occupational drivers the prevalence of shift 
work related sleepiness is higher than that of SDB related sleepiness. However, they seem 
not to take counter measure effective for reducing their sleepiness even when they are 
in a sleepy condition because they do not have enough time for taking a rest possibly 
due to their workload. 
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１．研究開始当初の背景 
 
わが国の重篤な交通事故の原因として、居

眠りないし眠気に関連した運転パフォーマ
ンス低下は重要である。しかしながら、居眠
り事故の発現状況、職業運転手の眠気の発現
率とその原因、勤務との関係、運転手が眠気
抑制のためにどのような行動を取っている
かなどの情報は十分得られていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、（1）一般ドライバーでの眠気

関連事故のリスク要因、（2）職業運転手での
眠気の原因、(3)職業運転手/非職業運転手が
どのように眠気に対する対策（主に仮眠、休
息）を取っているかを調べることを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 
（１）居眠り事故発現の関連要因を明らか

にするため、東京都内の運転免許更新センタ
ーで、過去５年間での居眠り運転の既往、生
活習慣、常習性いびき/周囲から確認された
夜間呼吸停止のエピソードを含む睡眠障害
既往、運転習慣についての自己申告による調
査を行った。 
（２）3400 名の公共機関の運転手に対し、

自覚的な眠気の存在（Epworth sleepiness 
scale；11点以上）、睡眠時呼吸障害（SDB）
と関連する、常習性いびき/周囲から確認さ
れた夜間呼吸停止のエピソードの存在、肥満
ならびに高血圧の存在をスクリーニング項
目として一次調査、続いて SDB検出用の簡易
機器（PM）による二次スクリーニング、これ
で呼吸障害指数 15/時間以上のケースについ
ては、終夜睡眠ポリグラフィ（PSG）と反復
睡眠潜時検査（MSLT）による眠気水準の検討
を行った。また、非 SDB 事例については、構
造化面接と睡眠日誌を付加することにより
眠気の原因についての診断を行った。 
（３）都内の運転免許センターで運転免許

更新した、一般ドライバー（n = 3365）と職
業ドライバー（n=716）を対象にアンケート
調査を実施した。アンケート内容には、運転
距離、免許取得後の年数、現在の運転状況、
眠気への対処行動などについての項目を設
定した。 

 

  

４．研究成果 
 
（１）居眠り運転既往を従属変数とした場

合、夜間睡眠時間の短縮（6 時間未満）、月間
走行距離が 2000km 以上であること、一回の
走行時間が平均 60 分以上であること、常習
性いびき/無呼吸の存在が、有意な関連要因
となった。このことから、睡眠負債の存在と
睡眠時呼吸障害の存在が、居眠り運転発現に
関与している可能性が推定された。また、月
間運転距離が長く、かつ 1回ごとの運転時間
が長いドライバーについては、疲労による居
眠り運転発現リスクと、これを抑止するため
の手順（仮眠、カフェイン飲料摂取、外気を
入れるなど）について、積極的な啓発を行う
ことが必要と考えられた。 
（２）ESS11 点以上の職業運転者では 30％

以上が交代性勤務により眠気を生じている
こと、SDB の有病率が 3.1％で、この約半数
が病的眠気を生じていることが明らかにな
った。職業運転手では、大半が交代制勤務交
代性勤務への対策を強化することの必要性
が認識され、さらに有病率の高い睡眠障害で
ある SDBスクリーニングと早期治療の重要性
が明らかになった。 

（３）非職業運転手では、眠気を催すよう
な状況（前夜の睡眠不足ならびに夜勤後、長
時間運転、単調な高速道路運転など）が対処
行動として仮眠を取ることの有意な関連要
因になっていた。一方、職業ドライバーでは、
男性であることと過去に眠気と関連した事
故の既往があることのみが、仮眠による対処
行動をとる有意な関連要因であった。非職業
運転手では、眠気発現ないしこれを予測する
ことによって仮眠を取っていることが伺わ
れたが、職業運転手では事故経験が無い限り、
眠気を我慢して運転を続けてしまう傾向が
ある可能性が推測された。これらの結果は、
職業運転手への眠気対策の重要性を喚起す
るとともに、勤務スケジュールを作成する組
織全体に睡眠問題の社会的な影響について
啓発すべきであると考えられた。 
これらの研究により、運転者の眠気の実態と
これに関連した行動パターンを把握できた。
これらの結果をもとに、居眠り運転をシミュ
レートするシステムを作成し、より注意を喚
起する方向へ発展させる予定である。 
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